




た ちなみに,現 3年生は本校に入学 して

以来,次のよ うな学習形懐を経 て今 日-至

っている｡

L年次 (H17)･･･少人数授業

(LU席 酵母による均等 2分割学習集Frl)

2年次 (H L8)･- 一斉授澄&TT授業

(遇 3時間の うち 1時間がTT指IF,':)

3lr･'一次 (H19)･･･習熟度別少人救授業

(慮礎 コースと応用 コース)

データを集計 し,過主o)デー タと比較検

討 したO次のような荊itE結果を'(Pr･た｡

数学に鮮する連環院,壬丁き購いなど

数字の捜集への取り頼みのようす
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6.研 究の考察とまとめ

(i)アンケー トの推移か ら7+る成果 と花組

｢成果｣

･3咋生にな りほ とんどの項 目で仰びを

示 Lた03年FtTlになった目先の 表れで
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あろ うD授業の根菜規律や聞 く誓勢づ

くりの取 り組みの効果が出ている｡

･2年次の ･斉の柁某スタイルか ら.習

熟別少人数指導に変わったことによ り,

達成感や満足感 を感 じている生徒が多

い｡ 生徒 ･保護者-実施 した本校独 自

のアンケー ト調査U)結果をみても習熟

度)jlJ少人数授業に対 しては肯定的に受

け止めているよ うすが何える｡

･CRTは実施 していないが,授 菜 や数

学の問題に対 して租極的に】なり組む生

徒が増えた｡

･3回の調査で一番伸びているのは,｢授

業-の取 り組みの とうす｣をきいた(-3)

番 ｢自分で も考えなが ら授業を受けて

いる｣ とい うアンケー ト頃 日である

]回 目61%-2回 口74%-3回 目88%

と,1年次から比べると 27ホイン トの

噌)Juである,次に.伸びを示 しナ･項 目

は, ｢数学の問題に対する取 り組みの

ようす｣をきいた (5)番 r問題が解 け

たとき別の解き方がないか考えるよ う

に している｣の項 目である｡18ホイン

トの増加である｡

･成米が表れ ていろ所か ら学ぶだけでな

く.成果が出なかった所か ら学ぶ こと

の意義を考えさせ られた｡常にとんな

状況のなかでも,7･どもた+)の成良の

ために ｢カイゼン｣ してい く相称が 大

切であることを 3年間の取 り組みの中

で考えさせ られた｡

｢諜越｣

･数学の授業に対す る取 り組みのよ うナ

の結果に比べて,数学に対す る興味 ･

関心や問題解決に対する意識の伸び率

が弱い.学習はまだまだ受け身u)埠勢

である｡

･知識 ･技能の習得 と数学的な見方 ･考

え -̂の育成の両立を 目指 した指導がい

る｡特に,習熟度別授 業では,教えて

わか らせ るティーチング活動 と考えさ

せ るコーチング活動のバ ランスをコー

スによ り適切に設定 して授業展開 して

い くことが大切である｡

･B塵坤をさらに明確に して,授業に望

む必要がある｡生徒-到達 l｣標 をLli/71-

することを考えたい｡ 1時間の椅 繁の

R標やね らいを'JI徒 と授業 古'が共有 し

てなければいけないと感 じていろ

･やは り,間梓を解決す るに際に虚 脱す

ることとして,過穫 (プロセ ス) を大

切に した数学的活動を ロ頃か ら取 り入

れてい く必要があるD/生徒の解汰過程

を背定的に認め,数学が ｢わかる｣｢楽

しい｣実感知 を高めるよ うな授兼実践

をさらに工夫 していきたい｡

･媒題であ り成果 ともいえるが,生徒の

姿をどこまで見て授業ができているか

を常に心がけたいo l学好日こ棚卸 した

観 る視点や関わる視点を今後 i)大切に

したいD

(2)研究仮説の検証

(1)の 3回のアンケー トの考察において

明 らかなよ うに,数学の授業に対 して,特

定的に答えている生徒が多いO特に,rイ1~稚
感｣｢自ら考える姿勢｣｢多面的に 考える態

度｣な どが 3年間を辿 して少 しずつだが向

上 していった ことがわかる｡ よた,授業の

r卜で Io,鱗極的に学習す る′ヒ徒が増 えてい

る姿が見 られ る｡

これまで述べてきたことか ら,明確な R

標やれ LIJいを生徒に与 え, 自Ll評価活軸を

取 り入れ た ｢数学的活動｣を充実 させるこ

とによ り,生徒の学ぶ意欲や主体仕 を高め

ろとい う点で効果的であることが示唆 され

た｡今後 も半t熟度別授筆に限 らず.すべて

J)学習形態において,3つU)m･動の質をよ
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り高め,授 業実践 ･授業改 善に撒 I･/)組 んで

い きたい｡

7,今 後U)課 地 (問題提起に換 えて)

研 究 を進 めてい く中で,新たなPrT]舶茸識

や課題が出てきた それ らを最後 に憾理す

ることで,今後の散 り組みのr.";]視程起 と し

-･･LL､

(i)得型学鞘 と探 求理学習V)統 計

｢考える力｣重視 とい う流れの-いて,塞

礎的 な計算 力が峠祝 されやすい｡知澱や技

能な どけ習得的な学習による 勘遊学力U)

終日1が 旗本 コー スt,応用 コー ス も重要で

あ る｡探求型 ())学習 を充;jささ せ ,考える力

を伸 ばすために も T,1)か る｣｢で き7J｣,.lI]

得学:FIlを もっ と光 夫させ てい きたい 今後

は,1校葉だけでな く,里)Lの流れや 1年

の流れ な ど,教科 苦を系統 立て指ji;･_1 るな

かに riL'lHTL手Jと ｢探究｣のバランス,i,よ り

I.ii.識 Lて指幣 していきたいL,

(2)li当!L.度別少 人数授 業u)学習形態

cR11(/)辛 ))検査 で,一一･人ひ とりu)学力

a)到 達雌を正純に実娃把握す るこ とで,基

本 コー スと応 用 コー スの分 け方 と指 導 に

客観性 が もてた,A

(3)明確 さは力 な V)

提菜 U)ね らいであ り,到 達 R博であ るB

基準 を明確に示 し,生徒 と授業者が ｢】槽 を

共有化 して授 業がス ター トす るC そ Lて,

｢.1打越 を提示 し,ゴール (B規準の 仝fli通J戊)

を 巨‖市して授業が展開 され る,授 業の′きよ仁,

いを):&L初に程示 した り.単元0-)t3規 唯をプ

リン トに して生徒 に示す こ とL'lt,1授業や

1単九の 目標が明確(二な り,意欲付 けにな

った ,今後 尊,継絞 していきたいO

(4)放 ､̀印勺暗動の充実

榎肇展開V)主体は生徒 と教師 であるoそ

して,主体的 な学 びを促す にけ′ヒ徒の活動

が欠かせ ないOまた,間趣解決の際に重視

す べきことは,教材 のね らいや授 業の 目標

にJEi結十 る生徒u)数学的 な活glJ](習得学習 ,

探求草常,内的活 軌 外的活動 な ど)を取

り入れ ろこと,結兄だ けで な く解決 o)過程

(プ ロセ ス)を 肯定的に認 め るこ と,そ し

て,一方的 な教 え込み にな らない ｣二)仁il.

徒 との対評 を虎視す るこ とであ る そ うい

う意味では.探求哩の学習モデル の一つ と

して取 り入,hた｢オーJ7ンアプ ローチの学

僧｣は数学的な思 考力の育成や 白ら芋ぶ意

欲や 態度 を育 て ろ ことに つなが った と思

われ る｡今後 も,授 業の中で どこの部分で

何の 目的 で数学的 活動 を取 り入れ た ら効

果的/lこ〝)か を研究 してい きたい｡

(5)自己評価活動

授 業の最 後【一,援濃 を′振 り返 らせ る｢意

欣だけでな く,授 業内零 の即解度や 考え

方な ど評価す るこ とがで き-/･ 対象 と自

己内 廿話 し, 丈字 としてア ウ トプ ッ トす

る ことで思考の質が高まる｡毎時間 茸か

せ習付目とす る ことが大 br)であ るが,毎 時

即日1できなか った マ ン ネ リ化 しないよ

)に今後 そ,取 り組 んでいきたい｡

(6)習熟性別柁 嘗U)効果

本校が習 地境別指溝 を導入 し 7年がた

/) 習熟性別指導 の是j冊 ＼脚 われ ,r.-FJ煙

点 吊倒滴され てい るが,一 斉(､羊膏 でけ雅

言がほ とん どナL:い生徒が, i;･本 コー スに

きてい きいき と柄軌IT)-ろ資 をた くさん見

てきた日日分 もやれ ばで きるんだ L･い う

自信 を も,Jた とい うことであるC確 かに

学力u)格差 はあるか Ji,知れ ないが ,学習

に対す る充実感や満足感 とい う点 てみれ

ば,確 美に 差が縮 ‡ってい るはず であ る｡
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8.終わ りに

『いきいきとtコLl学ぶ歌学授業』U)典現化

を 目指 し,受動的な学びか ら碓動的な意思

ある学び-向けて,嫌々な方法に取 り組 み

実践 してみたO まだ まだ,授Xi-の改善は拭

いているO理想を掲げ.絶 えず試行錯誤 し

ていきたい｡
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